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1. はじめに 
一般に，人物が執筆した文章には作者の経験や性質に起

因した特徴が現れるとされている．これまで，作者推定に

関する研究[1][2]がなされているという現状を鑑みても，
文章に作者個人の性向が顕在化するということは明らかで

ある．ここで，我々は図 1 に示すような執筆者経験考え方
仮説を立てた．この仮説は文章に現れる文体及び使用語彙

の特徴から最終的に作者の経験や思想を把握することがで

きるというものである．作者の文体及び使用語彙を文章に

現れる抽出可能な特徴とし，各特徴量から作者の文章の傾

向という伝え方タイプを判別する．割り当てられた伝え方

タイプより作者の文章を構成する筋道のことを指す文章構

成方策を導出する．導出された文章構成方策から作者と相

手との関係性及びそれを踏まえ何を伝えたいのかという関

係伝達機能を経て，作者の経験や考え方を把握することが

仮説の立証であり一連の研究の目的である．ここで，本仮

説において文体とは文章の内容に依らない文章を構成する

各要素に着目した数値によって判別可能な文章の表現方法

であると定義する．また，使用語彙は文章内における各語

彙の扱われ方であると定義する． 

本稿では先に述べた仮説の立証へ向けた第一段階として

作者の文章における文体及び使用語彙の特徴と伝え方タイ

プを可視化することを目的とした方式の提案をする．作者

の文体及び単語特徴を抽出した上で，我々が提案する

Approximate Inverse Model Explanations (AIME)[3]を用いて文
章から作者を決定付ける際の各特徴の重要度を導出する．

導出された結果をクラスタリングすることで作者の文章の

伝え方タイプの可視化を実現，提案する．本方式によって

作者が文章を書くうえでどのような特徴をもっており，ど

のような伝え方を選んでいるのかを客観的に把握すること

が可能になる． 

2. 関連研究 
Zhao[1]らは語彙的特徴ではなく，構文木に重きを置き

統語的特徴を抽出する方式で作者を識別する際の有効性を

示すことを目的としている．本稿では文章を構成する各要

素の出現率を測ることで文脈に依らずテキストデータの特

徴を抽出する方式を提案している．Kavuri[2]らは文章ご

との文体の違いを測り機械学習における特徴の，評価，作

者予測に焦点をあて作者を予測しそれに基づいた作者プロ

ファイリングを行なっている．本方式によりテキストデー

タごとの文体の違いを測ることで特徴量を抽出しその中で

も重要度の高いものをクラスタリングすることで既存の執

筆スタイルではない新たなタイプを見出すことが可能にな

る．Ding[4]らは文体に基づき作者のアイデンティティ及

び社会的特徴を抽出する方式である．提案方式では作者の

特徴を抽出し識別する上で複数のジャンルにわたるテキス

トデータ及びニューラルネットワークが使用されている．

本稿では文章の特徴のうち作者ごとにより重要度が高いも

のを導出することによって各人物に対し特徴づけを行い文

章のタイプを可視化する方式を提案している．Graham[5]

らはニューラルネットワークを用いて文章の変化する箇所

を見つけることで作者が好みとする構文を執筆する支援ツ

ールを提案している．本稿では文章間の機微ではなく一人

の作者の性向が異なるテキストデータでどのように変化す

るのかに着目し方式の提案を進めている．これにより作者

個人の潜在的な文体特性の導出を実現している．

Argamon[6]らは単語の意味機能の分類に基づき語彙機能を

開発することを目的とした方式を提案している．この方式

はテキスト分類及び洞察に役立つとされている．本稿では

単語をその意味に依らず一つの特徴量として扱うことで文

体と同等の作者の性向として分析に用いることを実現して

いる．Pimonova[7]らはロシア語の作者の文体をモデル化

するため語彙，形態論，構文の三つの言語レベルで 7 つの

モデルを使用することで形態統語的特徴セットを提案して

いる．本稿では作者の文体及び単語特徴を文脈に依らずに

且つより直感的にわかりやすく特徴を抽出することで作者

ごとの特徴を測っている．Stamatatoes[8]らはギリシャ語

のジャンルと作者の観点より文章を分類することを目的と

し入力テキストの分析方法を表した上で文体情報を取得す

るスタイルマーカーを提案している．本稿では作者の観点

に依らないあくまで単語及び文体にフォーカスし既存の処

理ツールと特徴の計測方式を組み合わせることで新たな特
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図 1 執筆者経験考え方抽出仮説 
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徴量を持って文体情報を取得する方式を提案している．伊

藤ら[9]は文章の表現体系について文章における品詞の構成

比率において名詞が多く動詞，形容詞類は少なく感動詞類

はほとんどない文章を要約的文章としている．一方で名詞

が少なく，動詞，形容詞類が多く，感動詞類は少ない文章

を描写的文章としている．また，MVR については名詞の

比率と比較することで先述した表現体系のうちどれに当て

はまるのかを判別することが出来る文章指標だとしている．

MVR の計算方法については形容詞，形容動詞，副詞，連

体詞からなるMのグループの比率を動詞を意味するVのグ
ループで割り 100 をかけることで求められると説明してい

る．名詞比率と MVR のうち名詞比率の方が大きければ要

約的文章，反対に MVR の方が大きければ描写的文章であ

るとしている．また描写的文章であると判定された場合に

Mのグループと Vのグループを比較することで，文章がも

のごとを形容する描写の多いありさま描写的文章か，物事

の動作に関する描写の多い動き描写的かを判別している．

金ら[10]は語彙の豊富さを測るモデルとして Guiraud Index
を紹介している．Guiraud Index は文章における異語数を総

語数の平方根で割ったものであり，値が大きいほど語彙は

多様であると言える． 

これらの既存研究に対して，本稿では，伝え方タイプを

表現するような文章特徴として，文体と使用言語のユーザ

である作者に特化した特徴をこれまで我々が提案してきた

AIME[3]を用いて抽出する手法を提案する．これにより，
ユーザである作者に依存した文章特徴を捉えることが可能

となり，伝え方タイプ，および，その作者の過去の経験や

考えを推定する一歩となりうる． 

3. AIME の概要 
本節では図 2に本方式における AIME[3]の概要を示す． 
AIME は，AI，機械学習などのブラックボックスモデル

の大局的，局所的説明を導出する説明可能なAI(Explainable 
AI; XAI)手法での一つである．図 2において，上段は AI，
機械学習などのブラックボックスモデルを指す．このブラ

ックボックスモデルは訓練データ𝑋,	𝑌を用いることで，特
徴𝒙を入力すると𝒚&が出力されるモデルを構築する．この

AI，機械学習などのブラックボックスモデルの大局的，局

所的説明を導出するのに文献[3]の AIMEを用いる際には，
訓練データの𝑋，訓練データ𝑋に対するこの AI，機械学習
などのブラックボックスモデルによって導出された出力𝑌'
を用いてブラックボックスモデルの振る舞いを近似する近

似逆作要素を導出していた．しかしながら，本稿の目的は，

文章の特徴から作者推定をすることではなく，作者に固有

な文章中の特徴を導出することである．その際，仮想的に

正しい結果のみを導出する AI，機械学習などのブラックボ

ックスモデルがあると想定するならば，そのブラックボッ

クスは訓練データ𝑋に対して訓練データの作者ラベル𝑌を
導出するはずである．そのため，𝑋,	𝑌を用いて AIME の近

似逆作用素𝐴!を導出することにより直接的に作者ごとの特

徴を導出することが可能となる． 
近似逆作要素𝐴!自体は大局的な特徴量の重要度そのもの

を表し，下記の式で導出される． 
𝑋	 = 	𝐴!𝑌, 

𝑋𝑌" 	= 	𝐴!𝑌𝑌" , 
𝑋𝑌" 	(𝑌𝑌")#$ 	= 	𝐴!(𝑌𝑌")(𝑌𝑌")#$, 

𝐴! 	= 	𝑋𝑌!	(𝑌𝑌")#$ 	= 	𝑋𝑌" 
ここで𝑌!は行列 Yの転置行列を示し，𝑌"は Yのムーアペン

ローズの一般化逆行列を示す． 

4. 作者の性向を表す語彙・文体の特徴抽出方式 
4.1 方式の全体像 

図 3 に提案方式の全体像を示す．本方式は形態素解析機

能，文体特徴抽出機能，単語特徴抽出機能，作者名正解デ

ータ抽出機能，ユーザ別特徴重要度抽出機能，ユーザ別ク

ラスタリング機能からなる． 

 

図 2 本方式の目的に適用した AIME の概要 
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図 3 提案方式の全体像 

FIT2024（第 23 回情報科学技術フォーラム）

Copyright © 2024 by
The Institute of Electronics, Information and Communication Engineers and
Information Processing Society of Japan All rights reserved.

 14

第2分冊



本方式では各作者が執筆したテキストデータを入力する．

入力されたテキストを形態素解析したのち文体特徴及び単

語特徴をそれぞれ算出，ユーザ別特徴重要度にてテキスト

データの作者を決定付ける要素として貢献度が高いものを

導出する．さらにその結果をクラスタリングすることで作

者の文章における特徴と伝え方タイプを可視化することを

目的とする． 

4.2 文体特徴抽出機能 

本節では入力したテキストデータを形態素解析した上で

文体の特徴を抽出する機能について述べる． 
尚，本方式では文体を表 1に示す 7 項目より計測できる

ものとする． 

4.2.1 形態素解析機能 
本節では入力されたテキストデータに対して形態素解析

を行う機能について述べる．本方式では文体特徴を抽出す

る上で入力されたテキストデータを単語単位に細分化する

必要がある．そこでMeCabとNEologdを用いテキストデー
タを単語まで分割した上で名詞，動詞 ，形容詞，数，非自

立，接尾，記号，連体詞，助詞，助動詞の 9 つの品詞に割

り当てる．  
4.2.2 文体特徴抽出 
品詞の出現比率は 4.3.1節にて形態素解析されたテキスト

データの単語を名詞，動詞 ，形容詞，数，非自立，接尾，

記号，連体詞，助詞，助動詞の 9 つの品詞のうち当てはま

るものを該当品詞の使用量としてカウントし，各品詞の使

用量を全体の単語量で割ることで割合を算出している． 
文章における表現方法の差異は MVR と名詞の出現比率

を比較することで判別する．ここで，本稿での文章におけ

る表現方法を要約体，動き描写的文章，ありさま描写的文

章の 3 種類に分けられると定義する．  
本方式では形容詞と連体詞の出現率を動詞の出現率で割

ったものに 100 をかけることで MVR を算出している．名

詞の出現率に 100 をかけたものと MVR を比較することで

テキストデータが要約的文章か描写的文章かを判別するこ

とが出来る．またMVRにおいても VグループとMグルー

プの出現率を比較することでテキストデータが動作的描写

かありさま描写かを判別することが可能になる．  
使用語彙の豊富さはGuiraud Indexを用いて測る．Guiraud 

Index は文章における異語数を総語数の平方根で割ったも

のであり，値が大きいほど語彙は多様であると言える．使

用語彙の豊富さを測るには異語数を総語数で割ることで算

出する TTRという方法もあるが，計算結果がテキストの長

さにより影響されてしまうため，今回は Guiraud Index を用
いた．Guiraud Index により語彙に着目したテキストデータ
における作者の表現の多様さを図ることが出来る． 
文章中で使用されている漢字の数は正規表現を用いてカ

ウントする．一般に日本語で書かれた文章では仮名と漢字

が用いられる．この指標により作者の使用語彙の傾向及び

難易度を測ることが可能になる． 
句点の数は文章中で使用されている句点をカウントする

ことで算出した．長く複雑な文章であるほど句点を活用す

ることが必要となる．この指標により作者の文章の複雑さ

を測ることが可能になる． 
本稿では一つのテキストデータあたり構成する文章につ

いて句点間の文字数を文長と定義する．文長は作者によっ

て異なり．文長が長いほど文章の構造が複雑になり内容理

解に負荷がかかるとされている．本方式では作品ごとに文

長の平均値及び中央値を算出，比較することで一文単位で

の文章理解の難易度を測る指標として用いる．この際平均

値と中央値の二つの値をそれぞれ別々の指標としているの

は，文章の難易度推定に用いられることの多い平均値のみ

を使用した場合テキストデータにおける文長のばらつきが

考慮できないためである．文長の平均値と文長の中央値は

文章中の句点間の文字数を取得することで計算し，その結

果は正規化している． 

4.3 単語特徴抽出機能 

4.3.1 形態素解析機能 
本機能では入力されたテキストデータに対して 4.2.1節で
述べたものと同一の手順で形態素解析を行う．  
4.3.2 TF-IDF 
単語特徴は TF-IDF を用いて使用語彙の出現頻度を算出

することで抽出する．4.4.1 節にて形態素解析を行ったテキ

ストデータそれぞれに対し TF-IDF を用いてテキストデー
タ全体の語彙の出現頻度を測る．TF-IDFの評価によってそ
れぞれの語彙が各テキストデータにおいてどのように扱わ

れているのかを識別することが可能になる．識別された語

彙の扱われ方は各テキストデータの特徴であると考える．   

4.4 作者名正解データ抽出機能 

入力したテキストデータごとに作者データをつけること

で AIMEを用いて計算する際の行列 Yのデータを作成する． 

4.5 ユーザ別特徴重要度抽出機能 

本節では AIME を用いたユーザ別特徴重要度抽出機能に

ついて述べる．本方式では文体特徴と単語特徴をテキスト

データに現れる作者の特徴として扱っている．作者を決定

付ける特徴として貢献度の高いものを導出するにあたって，

4.3 節及び 4.4 節の機能で抽出した特徴それぞれに対し

AIMEを用いて導出をする必要がある． 

表 1  文体特徴抽出に用いる項目 

項目 計測手法 

品詞出現比率 品詞ごとの出現割合の計測 

表現方法の差異 MVRと名詞出現率の比較 

使用語彙の豊富さ Guiraud Index 

漢字の数 出現回数の計測 

句読点の数 出現回数の計測 

文長の平均値 テキストデータごとに平均値を

とり正規化 

文長の中央値 テキストデータごとに中央値を

とり正規化 
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4.5.1 文体特徴重要度量抽出 
AIME による文体特徴重要度の概要を図 4 に示す．文体
特徴重要度を抽出する上で 4.2 節にて抽出した文体特徴と

4.5 節にて抽出した作者名正解データを用いる．これは図 5
に示す通り 57(作品)×9(特徴)からなる行列 X1と図 6に示す
通り 57(作品)×19(人)からなる行列 Y である．文体特徴を
行列 X1，作者名正解データを行列 Yとした上で 3 節に示し

た AIMEを用いて文体特徴重要度を導出する． 

4.5.2 単語特徴重要度抽出機能 
AIME による単語特徴重要度の概要を図 7 に示す．単語
特徴重要度を抽出する上で 4.3 節にて抽出した単語特徴と

4.5 節にて抽出した作者名正解データを用いる．入力する

テキストの特徴𝒙は単語特徴を抽出した16557次元のベクト

ルである．これは図 8に示す通り 57(作品)×16557(特徴)か

らなる行列 X2となる．出力𝒚&は図 5に示す通り 57(作品)×
19(人)からなる行列 Y である．文体特徴を行列 X2，作者名

正解データを行列 Yとした上で 3 節に示した AIMEを用い
て単語特徴重要度を導出する． 

4.6 ユーザ別クラスタリング機能 

本節ではユーザ別クラスタリング機能について述べる． 
4.6.1 データ結合 

AIME によって抽出した文体特徴及び単語特徴において
作者における重要度の高いもののうちそれぞれ上位 9 項目

を選出しデータを結合させた．これによりテキストデータ

あたりの文体特徴重要度及び単語特徴重要度についてクラ

スタリングすることが可能になる． 
4.6.2 クラスタリング機能 
本方式の目的は文章における特徴と伝え方タイプを可視

化することである．4.6 節より導出された文体及び単語特

徴重要度をクラスタリングすることより，作者と他の作者

のテキストデータに現れる特徴から文章がどのようなタイ

プであるかを測ることが可能となる．この際クラスタリン

グするデータは 4.6.2 節および 4.6.3 節にてより貢献度が高

いと計算された上位 9 つのデータをそれぞれ用いる． 

5. 実験 
本節では 4 節にて述べた提案方式に基づき行った実験に

ついて述べる．本実験ではテキストデータに対し特徴抽出，

特徴重要度抽出，クラスタリングを順に行った上で，各作

者の文章における伝え方の癖を可視化及び考察する． 

5.1 実験環境 

本実験はGoogle Colabratoryにて行なった．テキストデー
タは青空文庫より取得した小説の zip ファイルを使用した．
小説および作家は表 2 の通りである．青空文庫にて作品が

公開されている作家のうち名前がイ音で始まり公開作品が 

 

図 5 文体特徴を表す行列 X1 

 

図 6 作者を表す行列 Y 
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図 8 単語特徴を表す行列 X2 
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図 4 AIME による文体特徴抽出機能 
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この行列の各係数は，各著者に寄与する
文体特徴の貢献を近似的に表現したものである．

𝑌

著者を表す19次元ベクトル

57(作品)×9(特徴)
からなる行列

57(作品)×19(人) か
らなる行列
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テキストの文体を表す
9次元ベクトル  

図 7 AIME による文体特徴抽出機能 
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𝐴†:ムーア-ペンローズ一般化逆行列
この行列の各係数は，各著者に寄与する
文体特徴の貢献を近似的に表現したものである．

𝑌

著者を表す19次元ベクトル
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16557次元ベクトル
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5作以上ある日本人作家 19人の作品をテキストデータとし

て選出した．青空文庫における掲載作家別作品リスタのう

ち zipファイルからテキストを読み込める 50 音順での上位

3作品をテキストデータとして使用した． 

5.2 実験 1：文体特徴抽出の検証 

文体特徴抽出の結果は表 3 に示した通りである．品詞の

出現比率について，同一の作家が執筆した作品間では各品

詞の出現比率の差は 0.3 以内であることが多かった．文長

の平均値と文長の中央値についても二者間の差は 0.001 か
ら 0.004 間にとどまることが多かった．文長の平均値と文

長の中央値に 0.004 以上の差がついた場合，句点の数が

0.04 以上となることが多くなっている．表現方法について

はほとんどが簡約体であると判別され，ごく稀に動き描写

的文章であると判別されていた． 

5.3 実験 2：単語特徴抽出の検証 

単語特徴抽出機能の結果は表 4 に示した通りである．ほ

とんどの作品に対し 0 が振られており，出現している単語

に対しては頻度が振られている． 

5.4 実験 3：ユーザ別特徴重要度及びそのクラスタリ
ング結果の検証 

5.4.1 文体特徴重要度抽出の検証 
5.2節にて抽出した特徴についてAIMEを用いて各作家を

特徴づける上で重要度の高い項目を導出した結果を図 9 に
示す．作家によって重要度の高い項目は異なるが品詞の出

現比率及び使用語彙の豊富さは多くの作家にとって重要な

特徴となっていることがわかる．反対に文体や文長の平均

値・中央値に関しては重要度の著しく高い作家が 1 人から
3 人存在しており，特定の作家の文章においては大きな特

徴となっている． 

5.4.2 単語特徴重要度抽出の検証 
5.3節にて抽出した結果についてAIMEを用いて各作家を

特徴づける上で重要度の高い項目を導出した結果を図 10に
示す．本実験では青空文庫よりテキストデータを取得する

上で新字体か旧字体かのフィルターは設けなかった．その

結果，同じ意味合いを持つ新字体の単語と旧字体の単語の

重要度が高かった．単語特徴はテキストデータ全体で用い

られている全単語を対象に抽出作業が行われているため，

該当単語が使用されているか否かで重要度の大小が大きく

異なり，結果にはばらつきがあった．上位 9 単語であって
も大抵の単語の重要度は低くなっていた． 

表 2 実験に使用した作家と作品 

作家 作品 

生田春月 『幸福が遅く来たなら』『誤植』『象徴の烏賊』 

石井研堂 『大利根の大物釣』『元日の釣』『研堂釣規』 

石川欣一 『飢えは最善のソースか』『可愛い山』『針の木

のいけにえ』 

石川三四郎 『蒼馬を見たり』『社会的分業論』『土民生活』 

石川啄木 『足跡』『新しい歌の味ひ』『A LETTER FROM 

PRISON』 

石原純 『アインシュタイン教授をわが国に迎えて』『雨

粒』『左千夫先生への追憶』 

泉鏡花 『愛と婚姻』『悪獣篇』『芥川竜之介氏を弔ふ』 

伊丹万作 『映画界手近の問題』『映画の普及力とは』『映

画と民族性』 

伊藤左千夫 『浅草詣』『市川の桃花』『井戸』 

伊藤野枝 『青山菊栄様へ』『新らしき女の道』『新らしき

婦人の男性観』 

犬養健 『亜剌比亜人エルアフイ』『朧夜』『愚かな父』 

犬田卯 『一老人』『おびとき』『錦紗』 

井上円了 『欧米各国 政教日記』『甲州郡内妖怪事件取り

調べ報告』『西航日録』 

伊波普猷 『浦添考』『沖縄人の最大欠点』『「古琉球」改

版に際して』 

伊庭心猿 『荷風翁の発句』『九月朔日』『桜もち』 

今井邦子 『伊那紀行』『誠心院の一夜』『滝』 

今村恒夫 『アンチの闘士』『鋼鉄』『山上の歌』 

岩野泡鳴 『黒き素船』『札幌の印象』『塩原日記』 

岩本素白 『雨の宿』『鰯』『菓子の譜』 

 

 

図 9 AIME による文体特徴重要度抽出の結果 
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5.4.3 クラスタリング結果の検証 
5.4.1 節および 5.4.2 節の結果を踏まえ各特徴重要度の上

位 9 項目を結合しクラスタリングした．これにより作家を

決定づける際より重要度の高い特徴に基づいた伝え方タイ

プを可視化している．クラスタの数は 3 つ 4 つ 5 つの 3パ
ターンで行った．以下に示す図 12はクラスタ数を 5つに設
定し検証をした結果である．凡そ近くにプロットされてい

る作家が同一のクラスタであるとみなされていたが，犬養

健と石川啄木，石川欣一と犬田卯は入り組んでクラスタ

されていた． 

5.5 考察 

本実験によりテキストデータの作者ごとに文体および単

語の特徴を抽出することが可能であることがわかった．

AIME を用いることで作者に対する特徴ごとの重要度も可

視化することができた．同一のクラスタとされている作者

について AIMEによって導出された重要度を合わせて検証

する．5.4.2節の結果を踏まえると同一クラスタの作家は作

家を決定づける上で重要度が高いと示された単語が類似し

ていることがわかる．特に 5.4.3 節にて入り組んでクラス

タされたと述べた作家について，犬養健と石川啄木は重要

度の高い単語がゐる，といふ，つて，思ふと共通しており，

石川欣一と犬田卯においても同様にいる，よう，ときと重

要度が高いとされる単語が共通していた．これにより同一

の単語に対する重要度がクラスタのされ方に影響すると考

えられる．一方で，文体特徴については重要度が高いとさ

れた項目が一致するクラスタも存在したが，多くの場合作

家ごとに重要度の示し方は様々で特定の項目とクラスタリ

ングのされ方に関係を見出すことはできなかった．本方式

では抽出された特徴から判別した伝え方タイプが類似する

作家をクラスタリングにより可視化することを目的として

表 3 文体特徴抽出の結果(一部抜粋) 

作品 記号 助詞 助動詞 表現方法 使用語彙

の豊富さ 

句読点 漢字 文長の平均値 文長の中央値 

ア ンチの

闘士 

0.089631 0.300527 0.084359 0.0 7.958399 0.001623 0.011336 0.163048 0.109890 

鋼鉄 0.027950 0.282609 0.086957 0.0 7.123989 0.000361 0.007413 0.259738 0.205128 

山上の歌 0.030675 0.303681 0.079755 0.0 7.799771 0.000000 0.007048 1.000000 1.000000 

黒き素船 0.172414 0.293103 0.017241 0.0 5.167538 0.003066 0.000532 0.011547 0.015568 

札幌の印

象 

0.159021 0.262997 0.058104 2.0 7.678450 0.021641 0.016223 0.154426 0.146520 

塩原日記 0.112766 0.314096 0.080851 0.0 5.974127 0.063300 0.052525 0.045598 0.045788 

 

表 4 単語特徴抽出の結果(一部抜粋) 

作品 10月 15日 10月 30日 … 鼻腔 齎す 

ア ンチの

闘士 

0.000000 0.000000 … 0.000000 0.000000 

鋼鉄 0.000000 0.000000 … 0.000000 0.000000 

山上の歌 0.000000 0.000000 … 0.000000 0.000000 

黒き素船 0.000000 0.000000 … 0.000000 0.000000 

札幌の印

象 

0.000000 0.000000 … 0.000000 0.000000 

塩原日記 0.000000 0.020016 … 0.000000 0.000000 

 

 

図 10 AIME による単語特徴重要度抽出の結果 

 

図 12 特徴重要度に基づいたクラスタリング結果 
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いたが，結果より文体特徴は伝え方タイプの判別に影響を

与えているとは考えにくい． 
以上より本方式を用いて文体及び単語特徴を客観的に把

握することは可能だが，特に文体特徴に基づいた伝え方タ

イプを判別し可視化することは困難であると言える．クラ

スタごとに重要度の一致している項目もあるため文体特徴

の項目ごとに特徴抽出方法や求めている特徴が抽出できて

いるのかを見直すことでこの問題は解決できるのではない

かと考える．  

6. おわりに 
本稿では多様な人物が執筆したテキストデータを対象と

したその人物の性向を表す語彙・文体特徴の抽出方式を示

した．作者ごとに文体，使用語彙それぞれの特徴があり文

体特徴抽出機能，単語特徴抽出機能，ユーザ別特徴重要度

抽出機能を用いることで客観的に文章の傾向を把握するこ

とが実現した．一方でクラスタリングによる伝え方タイプ

の判別では文体重要度を反映することができなかったため

この問題の解決を今後の課題とする． 
今後の展望としては文体特徴重要度の結果を伝え方タイ

プの判別に反映させた上で文章構成方策の導出方法につい

て検討を進めることが挙げられる． 
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